
 

専門分野 衛 2-13 

科目名：歯科予防処置Ⅱ ＜歯周病予防Ⅱ＞ 必 １単位 

  （Practice of Oral Prophylaxis Ⅱ ＜ Periodontosis Prevention Ⅱ＞） 

 履修年次/時期：２年次 前期 授業形態：講義・演習   

担当教員： 田島小百合（実務経験有）、中向井政子（実務経験有）、                            

学修目的 歯周病を予防し、人々の歯・口腔の健康を維持・増進させるために必要な、専門的知識、技術および態度を修得する。 

DP 2, (1)・(2)・(3)、3.(3) に関連する。 

CP 2、3、4、6 に関連する。 科目№ S2C10H13 

到達目標 ① エビデンスに基づいた知識と技術を修得する。  

② 適切なシャープ二ングの方法がわかる。  

③ 必要な器材の準備ができる。  

④ 歯・口腔・歯肉の診査ができる。  

⑤ 安全かつ適切な歯石除去の操作を相互（学生同士）に修得する。  

⑥ 安全かつ適切な歯面研磨の操作を相互（学生同士）に修得する。  

⑦ 超音波スケーラー、エアスケーラーの基本操作方法を修得する。  

⑧ 安全な操作のため器材の点検ができる。  

⑨ スタンダードプリコーションに基づいて、感染予防に留意して実施できる。  

⑩ 相互実習を体験し、患者を思いやる心や協力する態度を養い、各自の技術の向上に努めることができる。 

授業概要 1 年次の「歯周病予防Ⅰ」で修得した知識と実技をもとに、歯周疾患の予防のための歯石除去法と歯面研磨法に 

ついて、安全で適切な操作実技・技術をファントーム実習及び相互実習で修得する。  

感染症拡大予防のためファントーム実習を中心として行う予定。 

評価方法 本試験（実技試験）：80%、小テスト・提出物・受講状況・実習態度等：20%  

ルーブリックによる評価を併せて行う 

試験に対するフィードバックは掲示で行う。 

予習・ 

復習時間 

 

教科書 『最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論 第２版』全国歯科衛生士教育協議会監修：医歯薬出版 

参考書 『最新歯科衛生士教本 歯周病学 第 2 版』 全国歯科衛生士教育協議会監修：医歯薬出版  

その他随時紹介します。  

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 

連絡先 

田島小百合 16:40～17:０0 ３号館 ２階研究室 tashima@kdu.ac.jp   

中向井政子  12:40～13:20 16:40～17:00  3 号館 ２階研究室  nakamukai@kdu.ac.jp 

各教員とも事前にメールをいただけると確実に対応ができます。 


